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２０１９年度事業計画  
        (２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日まで) 

 
Ⅰ. はじめに  

１.２０１８年度の概況 

２０１８年度の助成事業については、出捐元からの寄付金が２，４００万円削

減される中、基本財産の一部取り崩しを行ない、２０１７年度と同規模の助成事

業を実施した。音楽・地域伝統文化の両分野とも一定数の応募数を確保し、引き

続き高水準の助成を行うことができた。 

また、地域伝統文化分野は、２０１８年１１月から２０１９年１月３１日まで

の期間において、２０１９年度分の公募を実施し、４５都道府県から１２６件の

応募を得た。 

収支見込みについては、超低金利下において資金効率低下に対処すべく、『財

産運用基準』を改正した上で、ＲＥＩＴ(上場・私募)を７３,７００万円購入した。

ただ、投資実行時期により一部銘柄で分配金収入の期ずれが発生し、基本財産運

用益は、予算２,３７１万円に対し１，３７２万円に止まり、結果として、経常収

益は予算４，７７１万円に対し３，７７３万円となった。 

一方、経常費用では、管理費のいっそうの効率化に努め、予算６，４８０万円

に対し６，３００万円となった。 

 

２.２０１９年度の基本的な考え方 

（1）２０１８年度に行ったポートフォリオの変更で、２０１９年度の基本財産運  

用益は３，４７４万円を見込み、出捐元からの寄付金と合わせ経常収益は、  

５，８７４万円を予算として計上する。合わせて、管理費のいっそうの削減に努

めながら２０１９年度の助成金総額は、平年度規模を維持する。 

（2）基本財産の運用方針としては、償還を迎える債券は、基本的に元本毀損リス

クの少ない債券に再投資する。ＲＥＩＴ(上場・私募)の保有残高は、概ね全体の

５０％を超えないものとする。 

(3) 優良な助成対象を発掘するため、引き続き申込推薦依頼先ならびに諸関係先

や報道機関等に対し事業内容の積極的な情報提供を行うとともに、既助成先へ

のフォローを継続実施し、公募申込件数の増大に努める。 
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Ⅱ.事業分野別 基本計画 

１.音楽分野への助成 

 ～ 若手音楽家の人材育成に対する助成 ～ 

（１）海外における音楽研修に対する助成 

（２）国内音楽学生に対する奨学助成 

（３）日本音楽コンクールに対する助成 

  の３項目についての助成事業を実施する。 

 

２.地域の伝統文化分野への助成 

 ～ 地域の伝統文化保存維持、後継者育成に対する助成 ～ 

     地域の民俗芸能（民俗行事、民俗音楽を含む）および地域の民俗技術（伝統

的製作技術、衣食住に関わる生活技術、伝統工芸を含む）の継承、特に後継者

育成についての助成事業を実施する。 

 

３.機関誌の発行 

   音楽分野および地域の伝統文化分野において、機関誌の発行を通じて芸術文

化の振興を図るとともに、既助成先に対する定例的な情報提供とフォローを実

施する。 

 

 

Ⅲ.具体的な計画事項 

１.若手音楽家の人材育成に対する助成 

（１）海外における音楽研修に対する助成 

 若手音楽家が海外の音楽教育機関等に留学し、技術を練磨するとともに、そ

の実体験を通じてさらに研鑚を深められるよう、新規４名程度に対し、１人年

額２００万円（２年間）の海外研修費用助成を行う。 

（２）国内音楽学生に対する奨学助成 

 国内音楽学生が良い勉学環境を得られるよう、指定校１１校から各１名(原則

３年次生以上)に対し年間３０万円の奨学助成(最長２年間)を行う。 

（３）日本音楽コンクールに対する助成 

 若手音楽家育成の一環として、『日本音楽コンクール』作曲部門最優秀者に

対する「明治安田賞」５０万円を日本音楽コンクール事務局に寄託する。 
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２．地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

（１）地域の民俗芸能（民俗行事、民俗音楽を含む）に対する助成 

 地域の民俗芸能の継承、特に後継者育成のための技能修得や継承活動に要す

る諸費用の助成（道具整備費・研修費・記録保存費等）を７０万円限度で行う。 

（２）地域の民俗技術（伝統的製作技術、衣食住に関わる生活技術、伝統工芸を含

む）に対する助成 

 地域の民俗技術の継承、特に後継者育成のための技能修得や継承活動（技術

の公開を含む）に要する諸費用の助成（道具整備費・研修費・記録保存費等）

を４０万円限度で行う。 

 

３．機関誌の発行 

芸術文化の振興を図るとともに、助成対象先のフォローと同時に財団のＰＲ

も兼ねた財団機関誌２誌を継続して発行し、関係先に配布する。 

    ・音 楽 分 野 ：『いい人・いい音』～２０２０年１月発行 

    ・地域の伝統文化分野 ：『地域の伝統文化』～２０１９年１１月発行 
 

４．助成対象の公募・選考と助成の実行 

（１）海外における音楽研修に対する助成 

① 公募の時期 

 ２０１９年度の助成対象候補者を２０１９年１月４日（金）～４月５日

（金）までの期間、公募を行う。 

  ② 助成対象者の選考 

      音楽分野選考委員会において、２０１９年４月２４日（水）に申込書類審

査と録音資料聴取による第１次選考を行う。引き続き５月２２日(水)に実技審

査と面接による第２次選考を実施する。 

  ③ 助成対象者の決定 

 ２０１９年５月２７日(月)開催予定の理事会において、音楽分野選考委員

会の選考結果を審議し、２０１９年度の助成対象者を決定する。 

  ④ 助成の実行(助成金目録の贈呈) 

      決定された助成対象者を発表後、７月１０日（水）に明治安田生命新宿ビ

ルにおいて助成金目録贈呈式を実施する。 

 ⑤ ２０２０年度の公募 

２０１９年度下期開催予定の音楽分野選考委員会において、２０２０年度

の公募方針を検討し、実施スケジュールに即した公募を行う。 
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（２）国内音楽学生に対する奨学助成 

① 推薦時期 

 ２０１９年度の新規推薦者を２０１９年５月１０日（金）までに指定校より

推薦を募る。 

  ② 候補者の決定 

      ２０１９年５月２２日（水）開催の音楽分野選考委員会において審議を行

う。 

  ③ 対象者の決定 

 ２０１９年５月２７日(月)開催予定の理事会において、音楽分野選考委員

会の選考結果を審議し、対象者を決定する。 

④ ２０２０年度の推薦依頼 

２０１９年度下期開催予定の音楽分野選考委員会において実施スケジュー

ル等を検討し、これに基づき推薦依頼を行う。 

  

（３）『日本音楽コンクール』作曲部門に対する助成 

 上記に加えて、従来どおり「明治安田賞」を日本音楽コンクール事務局に寄 

託する。 

  

（４）地域の伝統文化分野に対する助成 

   ① 公募の時期 

２０１９年度下期開催予定の伝統文化分野選考委員会において、２０２０年

度の公募方針を検討し、実施スケジュールに即した公募を行う。 

   ② 助成対象先の選考 

 ２０２０年２月開催予定の伝統文化分野選考委員会において助成対象先の

選考を行う。 

   ③ 助成対象先の決定 

 ２０２０年３月開催予定の理事会において、伝統文化分野選考委員会の選

考結果を審議し、２０２０年度の助成対象先を決定する。 

   ④ 助成の実行(助成金目録の贈呈) 

 決定された助成対象先を発表後、明治安田生命保険相互会社の各地の支社

（原則として道府県庁所在地の支社）において、助成金目録贈呈式をそれぞれ

実施する。 

 


